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力強く第一声 タスキがけは 101 歳のおばあちゃんから 

生まれ故郷、北九州市戸畑区でファミリーの早朝決起集

会からスタート。101 歳になるおばあちゃんからタスキを

かけてもらいスイッチＯＮ！ 北九州第一法律事務所の出

発式に参加し、博多駅前で福岡選挙区のまじま省三候補と

ともに第一声をあげました。 

300人が参加。「アベノミクス」、ＴＰＰ、原発、憲法な

どの熱い争点で、党の政策を存分に語り、「何としても再

び国会で働かせてほしい」と支持を呼びかけました。 

第一声の動画(YouTube)→「仁比そうへい 第一声」で検索 

80 名の病院職員から激励 下関→別府→大分 熱く訴える。 

第一声後の、民医連千鳥後援会の決起集会は、人も熱気も溢れる 80 名の参加者。午後から

は街頭演説会。下関、別府、大分(山下かい選挙区候補とともに)と駆け足で回り、多数の聴衆

を前に熱く訴えました。立ち止まって聞く人もみられ、初日から反応上々です。 

――明日（5 日）の日程―― 

演説箇所へのご参加と激励を！ 

(鹿児島) 

■9:40 出水駅前 

■11:00 鹿児島中央駅前 

■13:15 鹿児島生協病院前 

■14:30 天文館 

(熊本) 

■17:30 下通りパルコ前 

■19:00 熊本県委員会総会 

 

 

そうへい 

がんばれ～ 


